
 

 

邪馬台国宮崎市説からヤマト王権の成立を考察する 

箸墓古墳は台与の墓である 
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１．はじめに 

ヤマト王権の成立については様々な説があるが、邪馬台国の場所が特定していな現在、根

拠を持ってヤマト王権の成立を論ずることは出来ていない。 

筆者は科学的根拠に基づいて邪馬台国宮崎市説を提唱している。拙書『邪馬台国は宮崎市

にあった！』（ビジネス社 2021 年）に詳しく記載した。 

邪馬台国宮崎市説からヤマト王権の前身と邪馬台国は地理的・時間的に一致することか

ら、この両者は同一のものと考えられる。邪馬台国宮崎市説によって初めて『魏志倭人

伝』と『古事記』・『日本書紀』の比較が可能となり、ヤマト王権の成立の考察が可能とな

った。 

 

２．研究方法 

邪馬台国宮崎説を基に『魏志倭人伝』・『古事記』・『日本書紀』を比較してヤマト王権の成

立を考察する。 

天皇の紀年問題は伊藤雅文氏の『『日本書紀』だけが教える ヤマト王権のはじまり』（扶

桑社新書 301 2019 年）を採用した。この本は年代を復元する方法を具体的に示してお

り、科学的合理性を持って年代を決めている。 

・『日本書紀』は編年体で記載されている。日本書紀には出来事すなわち事績が記載され

ていない年がある。この事績の記載されていない年を「無事績年」として削除する。 

・推古天皇より後の天皇には無事績年が存在しない 

・神武天皇と崇神天皇を同一と考える 

・欠史八代説を採用する。第 2代から第 8代天皇は実在しないとする。 

・神功皇后は創作であり実在しないとして、仲哀天皇の治世であったとする 

 

この方法により元の年代を復元している。同説では復元した年代表を「原日本紀年表」と

している。「原日本紀年表」を第 10代崇神天皇から第 12代景行天皇までを同書から抜粋

して示す。同説の神武東遷開始を 294 年であり即位は 301 年も採用した。 

 

神武天皇と崇神天皇同一説・欠史八代説を採用する。 

この説は初代神武天皇と第 11代崇神天皇は同一であり、第２代綏靖天皇から第 9代開化

天皇の天皇は実在しなかったのではないかというもので「欠史八代説」といわれている。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B6%8F%E9%9D%96%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E5%8C%96%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E5%8C%96%E5%A4%A9%E7%9A%87


 

 

多くの研究者が支持しているとされるが確定しているわけではない。 

広く流布されている説なので詳細は省略するが主な理由は次の通り。 

・神武天皇と崇神天皇の和風諡号の読み方が同じである。『日本書紀』では初代神武天皇

の和風諡号は「始馭天下之天皇」と記載されていて、一方崇神天皇の和風諡号は「御肇

國天皇」となっている。両方とも読み方は同じで「ハツクニシラススメラミコト」とな

る。 

・欠史八代の天皇には系譜情報のみが記載されていて、事績が記載されていない。 

・欠史八代の天皇はすべてが父子継承でとなっている。その後代の天皇の系譜では兄弟間

の継承も多く見られることから、不自然とみられている。 

・欠史八代の天皇の諡号は後世天皇の諡号を挿入した可能性がある。 

・神武天皇と欠史八代の天皇（開化天皇以外）の陵は古墳でなく自然物（円丘・山稜・

丘）があてられている。

 

３．ヤマト王権の成立の考察 

３.１  神武東遷は邪馬台国の東遷を反映したものなのか  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B4%87%E7%A5%9E%E5%A4%A9%E7%9A%87


 

 

東遷の証拠は次のように考えている。 

・宮崎市説では邪馬台国とヤマト王権の前身は同一となり、記紀に神武東遷の記載がある

ので邪馬台国は東遷した。 

・東遷の経路に民間伝承が存在する。  

・朝倉市付近と大和地方の地名・方角が一致する。（安本美典先生のご研究） 

・筆者が卑弥呼の墓と比定した宮崎市の生目１号墳と箸墓古墳は相似形である。 

・魏志倭人伝に入墨の記載があり古事記に神武天皇の側近大久米命に入墨の記載がある。 

・卑弥呼が死亡した時に殉葬があった。日本書紀に垂仁天皇が殉葬を禁止の記載ある。 

 

３.２  邪馬台国が東遷した理由 

・邪馬台国は朝鮮半島航路の独占と壱岐・対馬の支配をしていた。これにより朝鮮半島・

大陸貿易の独占をしていた。宮崎から一大率のある糸島・北部九州に九州の東海岸に航

路が整備されていたことから関門海峡支配、本州・四国と九州間の通行・交易の独占を

していた。    

・これにより鉄取引の独占、青銅器生産と販売の独占、南洋の島々との交易の独占、貝輪

の独占、真珠の独占、絹の独占を行うことができた。これらの物を九州内、本州・四国

の国々に販売していて莫大な利益を得ていた。 

・日田・朝倉に軍事拠点、宇佐・大分に海軍拠点を有していたと考える。 

・西暦 280 年に晋が呉を滅ぼし中国を統一した。これに刺激された。 

・九州では１～3世紀に鉄器の普及に伴い農業生産が向上して人口が増加していた。人口

増加圧力があった。 

・邪馬台国は卑弥呼の次の男王の時に狗奴国を滅ぼし九州を平定した。邪馬台国・邪馬台

国連合には職業的兵士がいて戦闘対象がいなくなったため、これら職業的兵士が余剰と

なっていた。 

・大量の船を所有していた。また大量の鉄製武器を保有していた。本州の国々に対して圧

倒的に軍事的優位にあった。 

・邪馬台国は独占品である鉄・鉄製品・青銅・青銅製品・貝輪・真珠・絹等を本州の国々

へ販売していたが、対価を米で受け取らなければならない。当時、米を九州に運搬して

持ち帰るのは困難な作業であった。対価の米を大量に受け取ることを目的として近畿地

方へ進出した。市場を求めての進出である。 

・当時本州・近畿地方は鉱物資源が豊かであった。丹（辰砂）・非鉄金属の鉱物資源を得

るために進出した可能性がある。 

 

３.３ 纏向遺跡について 

『古事記』・『日本書紀』によると第 10代崇神天皇・第 11 代垂仁天皇・第 12 代景行天皇

が纏向に宮殿を置いている。纏向遺跡はこれら天皇に関わる遺跡となる。神武・崇神天皇



 

 

同一説から纏向遺跡は神武天皇東遷後のヤマト王権成立直後からの遺跡になる。宮崎市邪

馬台国と纏向は直結する。  

纏向遺跡について桜井市のホームページには次のように記載がある。 

「纒向遺跡は、３世紀初めに突如として大集落が形成され、集落内には纒向型前方後円墳

と呼ばれる共通の企画性を持つ発生期の古墳群が存在しています。また農業を営まない集

落である事、東海系など他地域から運び込まれた土器が多い事、極めて特殊な掘立柱建物

が存在し、高床式住居や平地式住居で居住域が構成された可能性がある事などから日本最

初の「都市」の機能を持つ初期ヤマト政権の中心地であった可能性が考えられています」 

 

これらのことから纏向遺跡は交易・軍事都市と考えられて建物は宮殿・軍事施設・交易施

設・倉庫・居住建物・宿舎等であり、大市という地名があることから交易がおこなわれて

いたと考えられる。  

販売品は邪馬台国の独占品である大陸からの輸入品の鉄・鉄製品・青銅製品と独自品の

絹・真珠・貝輪であった。 

ヤマト王権の購入品は米・農水産特産品（酒・雑穀・栗・胡桃・桃・魚介干物・獣肉干

物・毛皮）・塩・馬・豚・鶏・非鉄金属（辰砂・錫・鉛）・ヒスイ・玉製品などであった。 

交易方法は全国の国々が自ら運んできた。各地の王・豪族自らが人々を率いて行った一種

のヤマト王権に対する朝貢交易であり、ヤマト王権詣・纏向詣が行われていた。他地域か

ら運び込まれた土器が多いことはそれを示している。これに伴い全国から多くの人々が集

まった。  

集まった人々と集めた米を使って軍隊の維持（四道将軍・景行天皇・日本武尊遠征）・都

市建設・古墳築造・土木工事を行っていた。 

纏向遺跡が邪馬台国東遷直後の遺跡とすると考古学的発掘結果と矛盾しない。 

 

３.４ 宮崎市の古墳と纏向の古墳 

邪馬台国宮崎市説で卑弥呼の墓と比定した「生目 1号墳」と「箸墓古墳」は 1対 2の相似

形となっている。 

宮崎市にある「檍 1号墳」と初期の纏向型前方後円墳「ホケノ山古墳」「纏向石塚古墳」

「纏向勝山古墳」「纏向矢塚古墳」「東田大塚古墳」もほぼ 1対に 2の相似形となってい

る。 

現在古墳の編年は確定していないがこれらの古墳は 3 世紀後半の古墳と考えられている。 

これらの事から宮崎市邪馬台国は纏向と直接的な関係がある。 

 

３.５ 台与と倭迹迹日百襲姫命（ヤマトトトヒモモソヒメ）は同一か 

魏志倭人伝と古事記・日本書紀を比較して年代を表にする。 



 

 

 

（年齢は数え年と考えられるので 1年程度の差異はある） 

 

・西暦 248 年ごろ卑弥呼が死亡する。男王が立つが、国が乱れて宗女台与が 13歳で女王

になる。これを卑弥呼が死亡した５年後の 253 年ごろとする。台与は 240 年に誕生し

た。 

・欠史八代説とは一部矛盾するが、倭迹迹日百襲姫命は第 7代孝霊天皇皇女であることか

ら第 10 代崇神天皇より歳が上と考えられる。 

・台与と倭迹迹日百襲姫命は年齢が近い。 

・倭迹迹日百襲姫命は宮崎で生まれ、神武（崇神）と宮崎にいた。東遷後奈良に来た。 

・神武（崇神）・台与・倭迹迹日百襲姫命は同じ時期に宮崎にいた 

・女王台与の時代に神武（崇神）は立太子に立てられている。 

 

以上のことから台与の次の王は神武（崇神）と考えられる。3世紀後半に台与は神武（崇

神）に譲位した。また台与と倭迹迹日百襲姫命は同一と考えられる。 

 

３.６ 箸墓古墳は台与の墓か 

現在、箸墓古墳は宮内庁により倭迹迹日百襲姫命の古墳と治定されている。古墳長 278ｍ

の巨大前方後円墳で大王級の古墳である。台与と倭迹迹日百襲姫命が同一と考えられるこ

とから箸墓古墳は台与の古墳の可能性がある。 

台与は邪馬台国の女王であったことから箸墓古墳が大王級の古墳になったと考えられる。 

４．まとめ 

・邪馬台国宮崎市説からヤマト王権の前身と邪馬台国は同一のものと考えられる。 

西暦 和暦

240

248  卑弥呼死亡　

250

253

264

266

294

301 神武元年 神武（崇神）即位　52歳　　　

309 崇神7年 倭迹迹日百襲姫命の記述

312 崇神10年

神武（崇神）60歳

神武（崇神）63歳

倭迹迹日百襲姫命の記述

古事記・日本書紀魏志倭人伝

神武（崇神）東遷 　45歳　　　　

神武（崇神）誕生

神武（崇神）立太子　15歳

台与誕生

男王が立つ　国が乱れる

台与が女王になる13歳

台与　晋に朝貢26歳　



 

 

・古事記・日本書紀に神武東遷の記載があるので邪馬台国は東遷した。 

・欠史八代説から纏向は宮崎市にあった邪馬台国が東遷した直後に拠点を置いた場所とな

る。宮崎市の邪馬台国と纏向は直結する。 

・纏向遺跡が邪馬台国東遷直後の遺跡とすると考古学的発掘結果と矛盾しない。 

・宮崎市の古墳と纏向の古墳に相似形の関係があることから宮崎市と纏向は直接的な関連

がある。 

・神武（崇神）・台与・倭迹迹日百襲姫命は 3世紀後半の同じ時期に宮崎にいた。東遷に

伴って纏向に移住した。 

・台与と倭迹迹日百襲姫命は同一と考えられる。 

・女王台与の時に神武は立太子に立てられていることから台与の次の王は神武（崇神）で

台与が譲位した。 

・箸墓古墳は台与の墓の可能性がある。 
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